
令和元年～2 年度 第 1 回一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 災害時対策特別委員会 議事録 

開催日時 令和元年 6 月 24 日（月） 会 場 （一社）神奈川県建築士事務所協会 地下会議室 

出 席 者 
 

担当副会長：大和田優 
委 員 長：早川慶太 
副 委 員 長：横山尊重 
委 員：磯 昭弘(欠) 小渡佳代子 藤井伸介 大西智子 
専 務 理 事：酒井弘幸                  

 
※議事録担当者：早川 委員長 
 
□今年度の委員会について説明 
・前年度までの「応急仮設住宅等検討専門委員会」から「災害時対策特別委員会」に名称が変更。 
・今後、災害時連絡協議会等の対応が必要になるかもしれない。 
・必要に応じて、増員の可能性もある。 
 
□副委員長の選出と議事録の分担 
・副委員長に横山尊重氏が立候補。満場一致で選任。 
・議事録は交代制に決定。 
 
□「令和元年度建設型仮設住宅の供給に係る事前対策検討業務委託」について報告 
・５月９日に県と事前打ち合わせを行い、今月末に契約の予定で進んでいる。 
・内容としては、標準仕様と標準プランの検討と講習会の開催。 
・スケジュールは 11 月末の災害部会までに標準仕様と標準プランを決定し、年明けに講習会を開催。 
・標準仕様と標準プランは協定団体と調整して進める。 
・愛媛県の標準仕様、標準プランを参考にしてほしいとのこと。 
・講習会は昨年度行った内容をベースに部分修正。 
 
□委託業務を進めるにあたって 
・県と作業内容を確認する打ち合わせを早々に行う必要がある。 
・標準プランを作成するタイプと数を明確にする方が良い。 
・協定団体との調整スケジュールを明確にする必要がある。 
・年明けに講習会を行ってから、その報告書を作成するのはスケジュール的に厳しい。 
・来年度以降に県が考えている業務も把握して、長期的な方向性も見据える必要がある。 
 
□今後の日程 
・7 月 1 日に県と方針確認の打ち合わせ。（参加者：大和田副会長、早川委員長、横山副委員長） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



令和元年～2 年度 第２回一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 災害時対策特別委員会 議事録 

開催日時 令和元年８月１日（木） 会 場 （一社）神奈川県建築士事務所協会 会議室 

出 席 者 
 

担当副会長：大和田優 
委員長  ：早川慶太 
副委員長 ：横山尊重 
委 員：磯 昭弘 小渡佳代子（欠） 藤井伸介 横山尊重 大西智子 
                                    （書記：横山） 

 
 
１．委嘱状の受渡し 大和田副会長より藤井さん、大西さんへ 
 
２．7/17 建設型仮設住宅に関する意見交換会の報告（早川委員長より） 
 
  上記意見交換会を受けて、県より連絡があった 

・仕様書の比較表を現在作成中とのこと 
・それをもって、９月中旬ごろに個別に各協定団体とのヒアリングを実施するとの事 
 
⇒仕様書の比較表はあまり意味がない、全体工程からしても委託業務のまとめ作業を考えると 

   厳しいものがある 
 
 ゆえに、神事協側で、神奈川県の地域性や実状を踏まえて各坪数の居住人数を設定し 

   標準仕様・プランの見直しを投げかけをする必要がある 
 
 7/17 の神事協エスキスプランを元に、神奈川県版標準プランをまとめて、 

   県へ投げかけることとする 
 

３．標準プラン上の決めごと 
  ・洗面は W500～W600 タイプを独立で設置する 
  ・洗濯機置き場は室内に入れる 
  ・ダイニングテーブルを設置できる DK とする 
  ・キッチンは６坪タイプは L=1200 程度のミニキッチンとする 
   その他はセパレートタイプ W600 のコンロ台+W1100 のシンク 
  ・収納（押入）は奥行き 600 とする（900 は必要ない） 
  ・掃き出し窓は１か所とする（極力 DK・コミュニティ形成に資する中庭側） 
  ・和室については、１２坪タイプのみ設ける 
 
  ・居住人数を６坪タイプ：１人 ９坪タイプ：２～３人 １２坪タイプ：５人以下とする 
   
  エスキスプランを元に委員各自でプランの検討をすることにした 
 
４．標準仕様書について 

    神奈川県版として、１種類たたき台を作成して県へ投げかける 
    （標準仕様としては１本化して、運用としてはプレ協・全木協 ver があっても良い） 
 

５．委員会規定の確認 
 
 
次回の委員会は 9/2（月）13：30～ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



令和元年～2 年度 第 3 回一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 災害時対策特別委員会 議事録 

開催日時 令和元年 9 月 2 日（月） 会 場 （一社）神奈川県建築士事務所協会 会議室 

出 席 者 
 

担当副会長：大和田優 
委 員 長：早川慶太 
副 委 員 長：横山尊重 
委 員：磯 昭弘 小渡佳代子 藤井伸介 大西智子(欠) 
事 務 局：久保田千尋 

 
１．報告事項 
・8 月 26 日県との打ち合わせを行ったことが報告された。 
 
２．議題 
 
（１）標準プランについて 
 神奈川県との打ち合わせを受け、各委員が作成したプランを検討した。 
 
・6 坪は水回りを縦に入れ込む。 
・DK 横を可変カーテンとし、柔軟な部屋利用が出来る様にする。 
・壁は必要最低限とする。 
・収納奥行きは 620 
・上記を纏め、早川委員長が作成する。また、構造計算を行ったうえ、協定団体ヒアリング前に神奈川県に

提出する。 
 
（２）標準仕様書について 
 
・洗面、コンロの大きさを追記する。 
 6 坪：ミニキッチン 900 以上  9 坪・12 坪：セパレート 1650 以上 
 
 
 次回委員会 
 10 月 10 日（木）15 時～17 時 神事協会議室 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



令和元年～2 年度 第 4 回一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 災害時対策特別委員会 議事録 

開催日時 令和元年 10 月 10 日（木） 会 場 （一社）神奈川県建築士事務所協会 会議室 

出 席 者 
 

担当副会長：大和田優(欠) 
委 員 長：早川慶太 
副 委 員 長：横山尊重 
委 員：磯 昭弘(欠) 小渡佳代子 藤井伸介 大西智子(欠) 
事 務 局：久保田千尋 

 
（１）神奈川県との打合せ結果 
 3 協定団体へのヒアリングを受け、10/10 神奈川県と打合せを行った。 
 

【今後のスケジュールのおもな変更点】 
・意見交換会第 3 回目（12/12 木）を追加。 
・マニュアル改訂スケジュールは 1 か月先延ばしとする。 
・1 月末頃 講習会実施については、委員の参加不可の日程をメールにて確認する。 
 
（２）協定団体へのヒアリング結果 
 9/13、9/20 に実施した 3 協定団体へのヒアリングを受け、標準仕様および標準プランを修正することと 
 なった。 
 
 【標準プラン 変更点（共通）】 
・洗面 風呂 トイレ 1 点式とする。 
・洗面 600 以上が入る幅とする。 
・キッチン 換気を壁付け出来る位置へ設置する。 
 

１）6 坪タイプ 
・他のタイプと共通の 2730 モジュールに揃える。 
・風呂、トイレ・洗面の位置および収納、キッチン位置変更。 
 
 ２）9 坪タイプ 
・現行の案に修正を加えたものと、キッチンを玄関側に寄せた 2 案作成。 
・現行の案は、和室、洋室部分を修正し、県に送付。協定団体に検討してもらう。 
 
 ３）12 坪タイプ 
・和室を玄関側 4.5 帖に変更。コミュニティ側洋室 4.5 帖の収納を広くする。 
 
 その他検討点 
・キッチン排水の配管高低差については、一度協定団体に投げかけ検討してもらう。 
・コミュニティ形成のプランなので、従前のプランと類似しているものになりすぎないよう留意が必要。 
 
 【標準仕様 変更点】 
・エアコン 22 型以上 
・給湯器 16 号以上 
・外壁の防火構造 削除 
 
（３）令和２年度予算要求案について 
・今年度予算と同様に提出予定。（委託があったときのみ活動） 
 
（４）その他 
・今後の活動についてのアイディア検討（来年度以降 住まい方第三者調査の実施等） 
 
 
次回委員会 11/7（木）15：00-17：00 神事協地下会議室 

以上 
 

 



令和元年～2年度 第 5回一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 災害時対策特別委員会 議事録 

開催日時 令和元年 12月 18日（水） 会 場 （一社）神奈川県建築士事務所協会 会議室 

出 席 者 

 

担当副会長：大和田優 

委 員 長：早川慶太 

副 委 員 長：横山尊重 

委 員：磯 昭弘 小渡佳代子 藤井伸介(欠) 大西智子 

事 務 局：久保田千尋 

 

（１）標準仕様・標準プラン 

 10/20提出のデータを各協定団体へ提示。戻ってきた意見をもとに 12/4県と打合せを行った。 

 打合せをもとに標準プランと標準仕様の修正を行った内容が示された。 

 下記の内容について追加修正の上、神奈川県へ提出する。 

 

（標準プラン） 

 9坪、12坪…プレ協対応できるよう、「掃き出しの位置を変更可」と記載する。 

 

（標準仕様） 

 高齢者への配慮「等級２以上 ただし玄関段差は除く」 

 温熱環境 計算については、計算用データを作成し、各団体に当てはめてもらう。 

 

（２）講習会について 

 候補地 5ヶ所（横須賀市、厚木市、大和市、平塚市、中井町） 

 昨年と同様の形式で行う。講義資料については、今年度の委託内容を追加し修正する。 

 講習：2時間 ワークショップ：４時間 （予定） 

 現行マニュアルによる候補地の配置計画（案）を事前作成する。ただし、過去の委託事業にて配置計画（案）

を作成した候補地に関しては、報告書の内容を利用する。 

 当日は、各グループに委員１名＋過去の１名が付く。委員以外の方へは、大和田副会長よりお声掛けをす

る。 

 

 各候補地の担当は、周辺地域のハザードマップを用意する。 

 住棟シールおよび施設等のシートは、昨年の内容と同じものを用意する。 

 候補地周辺の航空写真は、磯委員にて用意する。 

 各候補地の 1.従前のマニュアルで作成した配置計画（案）、2.航空写真、3.候補地白図は、A1サイズにて印

刷する。 

 

（各候補地の担当） 

 

 横須賀市（大津運動公園（野球場）：横須賀市大津町 5-11）  磯委員 

 厚木市（戸室ハイツ西側広場：厚木市戸室 5-1193-11）    藤井委員 

 大和市（調整中）                    早川委員長 

 平塚市（桜ヶ丘公園：平塚市桜ヶ丘 100-1）         横山副委員長（※配置計画作成） 

 中井町（境グリーンテクパーク公園：中井町境 114）     大西委員 

 全体総括 小渡委員 

 

（３）その他 

 次回委員会 1月 30日（木）15時～17時 神事協会議室 

 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和元年～2年度 第 6回一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 災害時対策特別委員会 議事録 

開催日時 令和 2年 1月 30日（木） 会 場 （一社）神奈川県建築士事務所協会 会議室 

出 席 者 

 

担当副会長：大和田優 

委 員 長：早川慶太 

副 委 員 長：横山尊重 

委 員：磯 昭弘 小渡佳代子 藤井伸介(欠) 大西智子 

事 務 局：久保田千尋 

 

（１）「コミュニティの形成に配慮した配置計画の作成等に関する講習会」（2月 10日実施）について 

 

 1/28神奈川県との打合せ結果より 

・午前：講習と演習の説明 午後：演習 

・演習について「成果」…周辺環境の読み取り 

・講習内容： 

１）応急仮設住宅におけるコミュニティ形成について（再確認） 

２）神奈川県応急仮設住宅の設計方針（案）の解説 

３）神奈川県応急仮設住宅標準仕様の方針（案）の解説 

４）コミュニティ形成配慮型住戸標準プラン（案）の解説 

５）机上訓練ワークショップ・演習方法の説明 

・発表項目を事前に配布し、発表方法を統一する。 

 

 当日までの準備 

・各候補地の担当者は、候補地周辺のハザードマップを用意する。 

・従前のマニュアルにて作成の配置について説明が出来るよう確認する。 

 

 演習の方法 

・周辺状況の読み取りを一つひとつ細かく行う。 

・従前の配置とコミュニティ配慮の配置戸数が、おおむね 10％～15％減におさまるよう誘導する。 

 

 

（２）令和元年度建設型仮設住宅の供給に係る事前対策検討業務 報告書等について 

 2月 10日講習にて使用した内容をそのまま掲載できるよう調整。 

 

 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和元年～2年度 第 7回一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 災害時対策特別委員会 議事録 

開催日時 令和 3年 3月 17日（水） 会 場 Web会議 

出 席 者 

 

担当副会長：大和田優(欠) 

委 員 長：早川慶太 

副 委 員 長：横山尊重 

委 員：磯 昭弘(欠) 小渡佳代子 大西智子 

専 務 理 事：酒井弘幸 

事 務 局：久保田千尋 

 

１．各種報告 

 令和 2年度災害救助連絡会議 3月 25日大和田副会長・酒井専務参加予定 

 

２．議  題 

（１）「神奈川県応急仮設住宅供給マニュアル」等の改定案について 

神奈川県地域住宅協議会事務局（県土整備局建築住宅部住宅計画課住宅企画グループ）より標記照会が

あり、委員会にて検討を行った。 

 

（酒井専務より） 

 供給マニュアル改定案への意見照会について、主に全体の枠組みのなかで確認する必要のある事項を

（案）としてまとめた。 

 （内容）災害時の県と救助実施市との役割について 誤字 疑問点 神事協の相談場所確保についてと

は 等 

 

（昨年までの委託内容との合致確認） 

 

①配置計画について 

 これまで地震への対策を中心に考えられていたが、水害に対する検討が少ない。ハザードマップの確認

等、検討の必要な幅が増えている。市町村の平時からの情報把握が重要。 

→災害が、地震または台風・豪雨かによって、候補地が変わってくる。 

 昨年度委託事業の際のワークショップの際、候補地がハザードマップで照合すると浸水地だった。 

ハザードマップの情報を候補地選定の際に組み込むとともに、ハザードマップのみに頼らず実情まで掘

り下げてデータ化していく必要がある。 

 仮設候補地がハザードマップで浸水地だった。行政の担当は３～４年で変わるので、どのように情報や

知識を引き継いでいくか課題。 

 今年度コロナ禍でなければ、県の早期着工地に協定団体を含め、オブザーバーとして視察に行くとの計

画があった。県でも候補地の現状への問題意識がある。 

 地域のコミュニティ等、コミュニティ形成についてマニュアルに記載がない。一文でも入れてもらうこ

とが必要なのでは。 

 具体的な配置については、委託時の提案通りにおおむね盛り込まれている。 

 災害時の道路の被害状況の検討はされているか。災害時に道路を活用できるかどうかで物資運搬に影響

が生じる。周辺地図の確認の必要性。 

 調整用地についてはマニュアルに盛り込まれている。 

 早期着工地の選定は重要。建－２１の建設地選定基準に追加で記載頂くよう要望すると良いのでは。 

 

②仕様書について 

 資料２－４０ 備品「玄関庇」「濡れ縁」 誤 Z→正 D 

 断熱、温熱環境については前面に押し出していいのでは。短い期間で基準が変わっていくことを踏まえ

て、「随時更新を行う」旨の記載を要望すると良いのでは。 

 

③標準プランについて 

 昨年度の委託内容通りに掲載されている。 

 

 ④その他 

 災害時に相談員依頼をするが、複数団体をかけ持っている会員がほとんど。実際に相談員として神事協

より派遣できる人数はかなり少ないのでは。協力団体全体で考えていく必要がある。 

 



 

（意見記載内容） 

 早期着工地（コミュニティ、ハザードマップの対応、周辺道路等）の記載の追加依頼 

 資料２－４０ 備品「玄関庇」「濡れ縁」 誤 Z→正 D 修正 

 温熱環境について「随時更新を行う」旨、追記依頼 

 

⇒ 早川委員長にてたたき台を作成し、委員に確認することとする。 

 

（２）その他 

 

今後の活動について 

 今年度は委託事業がなかった。来年度も委託事業のない場合が考えられる。 

 意見交換（ZOOM）実施から始めていき、活動内容を検討していく。 
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